












readiness assurance test, iRAT）を実施したのちに、同じ問題でスクラッチカード方式のチーム





























































説明 5分 第 2演習室 
iRAT 15分 マークカード

































Excel 統計2012 （株式会社社会情報サービス、 東京）または大阪大学微生物病研究所附属遺伝情
報実験センターの統計解析サイト内のウィルコクソン順位和検定プログラム8）を用いた。
図1．
観点 ＼ 評価 5⾮常に優れている












































































































































iRAT 平均点と tRAT、iRAT 平均値と応用演習課題、tRAT と応用演習課題のスピアマン順位























































































































A. TBL の各方略の内容、分量、希望時間 / 実施時間についての参加学生の意見。B. 参加学生が実際に
行った事前学習時間。C. 参加学生の印象に残った問題。D. 本TBLトライアルについての参加学生の意見。
















今回の TBL トライアルの RAT 問題、応用演習課題は、参加学生にはやや難しかったようで
あったが、分量は適当であったと感じた参加学生が多い結果となった（図5）。一方、実施時間に
ついて、tRAT は短いほうが良く、応用演習課題の時間は長いほうがよいと感じた参加学生が多
かった（図5）。今回のトライアルでも前回同様 tRAT において iRAT の2倍の時間を設定したが、











アンケート設問 事前学習時間(h) p値  
< 2 ≧2 
学習方略
iRAT 
内容 7.17±1.40 7.13±1.26 0.74016 
分量 5.30±0.76 5.00±0.83 0.22449 
時間 9.87±0.63 9.83±0.56 0.61547 
tRAT 
内容 6.78±1.44 6.50±1.25 0.54148 
分量 5.22±0.67 5.33±0.87 0.94017 
時間 28.3± 4.9  26.5± 6.2 0.48493 
解説
内容 6.43±1.24 5.42±1.10 0.00842 * 
分量 5.04±1.22 5.00±1.29 0.96429 
時間 20.4± 3.7 19.8± 3.8 0.67995 
振り返り
内容 5.83±1.23 5.33±0.92 0.11172 
分量 5.87±1.32 5.54±1.35 0.44145 
時間 13.2± 3.1 12.8± 3.9 0.82449 
応用演習
内容 6.83±1.47 7.38±1.56 0.17843 
分量 5.78±0.80 5.88±1.19 0.95478 
時間 16.3± 2.7 16.7± 2.8 0.43316 
発表・ディスカッション
内容 6.35±1.19 6.38±1.31 0.95611 
分量 5.48±0.73 5.88±1.19 0.12978 
時間 14.8± 1.0 15.4± 2.5 0.32246 
事前学習
内容 7.43±1.34 7.33±1.69 0.83643 
分量 7.39±1.90 7.29±1.90 0.88825 
いろんな分野のつながり 6.17±0.98 6.65±1.53 0.13617 
理解の深まり 5.61±1.85 6.50±1.38 0.08173 
TBL演習の有用性 5.00±1.71 6.67±2.08 0.00553 * 
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